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事耳 旨 ブJ ラマツ詔:て主将の獄書林中から;史{ぶした tl~m'f'I{I氏柏木クローン 1962年K iTo 1 次検定林

としγ浅間 Iliil!.ì Wi餓 i仁昔、析した c 浅間険仏で 1 ク口一ン 100 ヰずつ 71 ケローンについて， 1965 年

から [96!l年まさの 5 か丹、 向然感染による発病れ Dtを勾本部Ij!tし紫!刊した品向井 抵抗性 15 夕刊

ン， j ~J}l訂正J九位 41 クロ 入感受刊 10 クローンの itrlc分かれfこの名れの 11 Iから予備選抜されfご 20

ク[l~ンについて省花試験を行い，呂、終的 iとは， 交1ft'.蒋rfそ得るととり)1リú与Aな，抵抗'tt 3. 中)支fLWL

性乙感受性立の計 7 夕刊一ンカ;1)ブ γy芸染病 17)法払;性遺伝校 Jょのメ;ヂる夕日一二ノとし

てiさ lまれた。

はじめに

1へノ8

1 ヲ57 年にitlì まった林業試験均一(:f:議 と jおや，{: "'土壌両部門との共同研究iとなる!丈l ラマ

ツ落葉j丙の生態的|汚[)í~1と関する riJ[先 J (Jl~L!;j: Jj<.J2l三技術会議技{制民明白 1957'~1962) の rj-[ で 3 長野県以二

カラマツ frtJ，帯における との実態調査の初年度において3 お菜1応犯i

主体'+11ζ点々と緑色を似つ力ラマツ(同体のイyイj:が長会ひいた。とれらのかj体の存在i丸刀ラマツ民の陵

情jにおける荏繋府批抗性Q)ノ累とは月Ij(C，ニホンカラマツゆiolψis) 廷内 lどおける木、応出おじN 国

イーの分布 Jをうかがわせる現象(::考えられた。 このため 1958 年以降の発生球場z実録制査において2 ζ のよ

うな個体が発見された場合にはpζj しをカラマツ落葉抵抗性候補木:として選抜する方針がIノにめられfこ2)。

選抜された候補木は採憾のうえ林水育極場において浅水増殖したのら，第 1 次検;J三H として集品 C，む然

発病による検民主ー行う乙ととした。

抵抗性候補ょの演じfは 1958 年以降 1965 まで適宜実路され，長峯i夕、桜木増殖したのふ長野， II1梨， iW 

場弓:~ "北尚道iζ設定した検定林 iC:N宣~~えがれた。本場の管轄区域にはJ支出および25こと検定:t;j:の 2 か所

が設定3れた υ 富仁検定1* (山梨t~~鳴沢卒、 iま寒ミ与のため泊ぷ;有木の枯損が相次ぎ2 つい \C j0言葉された

が，浅間検定林(長野県小諸干す)においては 1962 年 (L松裁を開始し"以後 1976 年まで発病調査が続けら

れた。

1970 年に開始された玉三研究には，浅間検定林において 1969 年まで尖施された発病調否結呆を廷にして3

会タローンを版流 [1，. rド度抵抗性および感交性の 31洋 iと分 ;j s 各lHの Iわから落さ芸術祇抗J性の遺伝様式の解

日79{わ日月 22 七i 受fFl' 保護 19 FOL ProL--19 

*。林業試験場プロジェクト研究「カラマツ忍菜府低投牲のi宣伝様式の鮮明に関する研究 i 業績-[

i� (3) 保護部

(2) カナダ環境省五大I!Jj林業研究センター (ilíj 保護部)

(4) 白 í] 関東林:本育満場長野支場
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明 lと供試するクロ p ンを選定した。

以下本章においては， 1問先性候補木の選敗から三年;研究供試クローンの決定にいたる過程を中心に述べ

る。

なお，カラマツ溶葉病祇抗也候補み:の選抜が決定されてから，選抜と増殖による検定林の設定，第1ì欠

検定 (1969 年まで〉と本研究供試クローンの選択まで， 乙の制査研究にたずさわった;主な担当者の氏名

と分t1tは以下のとおりである。

低J'JG性候補木の選抜:高井常三@千葉 修@ノJ\料、享犬 e 陳野好之。魚住 ~E ({来護部樹府研究室)， ì~ 

武人(木静分場保護研究室)，百瀬行男〈関東林木育濯場長野文場〉

抵抗性候補木のj訓告{ ~増槌 :if石井省主 a 陳塁Tす:f之@魚住正(保護・樹病)，浜 武人〔木間@イネ;笠)，

河瀬行男ーf:犀好夫@篠原 実@小林幸三 a 赤松勝輔@小坂堅一(関東林木@長野)

浅間検定林の設定および育成@河井省三・千葉 修〈保護. jj{j丙〉ラ百瀬行男@竹花修次@青柳茂男(関

東林木@長野〉

第 1 次検定とその集約:ノト休享犬・材、 弘子ー千葉 修@陳野好之@魚住一 疋真宵靖治 φj奇弁省三@

問中潔〈保護. f~tj丙)

抵抗性イ長補木の選抜

カラマツ落葉病抵抗性候補木選抜の主~?焦は 1957 年の実態調脊における観察等から考慮して次の 4 項目

を条件とした3)。すなわち

。 落葉病激害林中にあること。

2) 悶~iþ本分中の他の病問iC比して，健全か舎かかっていてもきわめて怪しょく緑色を保っていると

と。

3) 周辺の病樹と明らかな立地条件の業がないこと。

4) 関東@巾部地万で l士宮月申告J~~10 月 l二句の 1 か月間を選抜期間とするとと。

なお， ζれら抵抗性候補木の選抜と六v行して，同一千本分中に特lこ被害の激しい府樹が認められた場合に

は9 適宜感受性対照木として選抜する ζ とにした。

選抜は林業試験場の木場樹病研究室および木曽分場保護研究室が kとして行い，一部関東林木育種場長

TabJe 1. カラマツ譲葉病抵抗性候補木の年次別 a 地域自IJ選抜

Selection of larch trees which seem to be r印istant to the needle cast 

年
Y日ar

1958 〔昭33) よ〉

195ヲ 〈昭34) 7 7 

1960 〈昭35) 19 16 3 

1961 (昭36) 7 6 

1963 (昭38) 2 :;> 

1965 (昭40)

計ー Tota! 8 



カアマツ治;定的山L候トrlìオミのおよび箔 1 次検定(ノi、林・ J'，玉川 e 林。必 r'ù1!iD " ,J 

野文坊により選抜されたものを加えた。泌ほのみれ日IH主主主~弘山梨，前，I ，y，j ，防本の各県下のカラマツ

人工林であったの茂抜されたrj\J克也候補木(川、卜抵抗性選抜クローンと 11子ぷ) の千1二次則3 地域別構成は

Tabl記 i の通りである。

抵抗性選抜ク口 ン 砲土議植

抵抗性候陥Aょとし亡j者{};iされた 1日体 (i，火の副主決定時lこマークしてお その冬、のイミ 11氏 ~t日の 2 )j Iとよ自;

水井l松木のは)1)(を 11 った o j采t't\は紗jj琶の脱却1iより 1/4 ほどドの伎でりい，なるべく一次枝より J淳一以した υ

Jtll文し tご総はしてお ぶ(技I1 けでは 3 )J ト勾 v i[月上旬 lこ，小出(関東村、木長野文場)では 4

月|ア)ドむJ (こ 3 lr-i川、笹山に対して割J会法で木したο 活者した江川、は 1 ~ 2 年すえ i百き後iと検応体 lこ+[11

殺した ι

採般の分担は夕日一:/の!KJlえと [iMJ た応、たがョ抜本if~Y[{í は主と Ti)\J;，l!:将、木1守宅会長聖子文jSJ で行い，

-hl~.t*試本場樹府li)げG.ii;l゚  �JiJ I[ 'JDI免除常利 11において実砲した。

な;主人東北および北尚道においても批民性タロ ン'の選抜・採他・ I主ノドiff殖 ti1J われたが9 同地域はカ

ラマツ光伯尚の充地域であるため茅長野文場への京J l:，勾 Jヒ尚道 J:iEVX:クローンの l安総ならびに接木前の導

入はわーわず， Table 1 にあけソニクローンのみをすすき之とした。

ti;本;士山両立された出抜クローン"白木は，なるべくピJ ‘な条刊 i、で抵抗しの1'，1度を比較するため，ーか所に

集植して第一次検〉ι林とし fこ。検定林は-'Iftf! ないし緩傾斜地で?なるべく乙oJ-~な環境条件を備え?周辺iと

発病林jむが浮{Iーするの制、!、から 1ぅ:怖地を ぴp 必1m 山西ì1-i践の長野県小諸 rb にある岩村悶泊林署!凶有林

T呂ble 2. i長会定林におりる "j二次男IJh11(Jムクロ ンおよび本数

Number of selected clones and grafted stocks planted 

in Asama test plantation 

1, 1. 
Year 

1 ヲ 6~ (11日 3 1)

1963 01:イ 3(3)

1964 (11臼 39)

l 守65(昭40)

1966 (昭;!1) 

1 ヲ 67 (日1142)

1968 (D{i43) 

1969 (11召44)

J 971 (li別記)

';1 TotaJCl 

a) 抵抗位 Resìstant

b) 感叉性 Susceptible

!{"l-21 , Sb;.-I 

R 8 弓 S-l

R4" , S 

R-28 , S 

R-22 , 5-1 

R -31 , S-己

R -45 , S 

H. 55 , S 

R, -23 , S 

R 81 , S 5 

l! 06[3 

720 

3j03� 

'131 

90s 

971 

1, 0/6 

L84 

1G , 471 

c) 主*1由主È!tl:の ~Il合 1: ， 1 つのクロ&ンが 1-3 年にわたって~ll栽された。討のク

ローン数が災数である。 Each clone was planted through 1 10 3 years deｭ

pending on propagation of graft-stocks. 
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と， ~冨言士山北西麓の山梨県鳴J沢J凡て村他 S か利思賜林保護品組且4合を有 J林予司ホ1ド今の 2 か所が選iばまれた o 前者iはま長野i蛍話

菌配己慮 iにζ より関束林木育種場長里野子支場の試試4験林となり，浅間検定林と呼称する ζ ととなった。富土山の検定

林については3 前述のとおり浦裁で古木の検定ができなかったので以下には省略する。

浅間検定材、は長野営林防岩村凶営林署浅間国有林 21 林班い小刻上，面積 2.75 ha で， 1962 年より植栽を

開始し 1 選抜クローン当たり 100 本の接木由を5!J状に極裁した。また将来の伝染源、とするため選抜クロ

ーン 2 ないし 5 )1lj どとに実生活を 1 列ずつ植栽した。植栽クローンは{氏JJL性選抜クロ a ン 84，感受性対照

木クローン 5 の合計 89 クロ ψ ンである。浅間検定林における年次別植栽クローン数および j到来本数は

Table 2 のとおりである。

浅間検定林はp その設定@植;は@保育そを関東林;;jて育種場長野文場が担当した。

なお林業試験場本場では3 とのほか山形分場構内に 1959 年以降検定林を設置した。 LLr ì[S検定林は立地

の関係上 4 かmlこ分散し，導入クローンも抵抗性選抜クローン 42，必'乏性対日程クローン 4 の計 46 クロー

ン2 クローン当たり植栽本数も 50 本以下と規模は小さかった。設定年が早かったため 1964 年までの検定

結果の一部が公表されているお。 しかし山形検定林は:j:として古のため折損 e 枯損が相次ぎ， 1967 年 lとは

約半分の檀;淡水が検定不能となったため，以後の検定を巾 rr.するにいたった。

における検定

1。検定方法

浅間検定林!と-)いては毎年 9 月中…下旬lと 3 年生以 l' とな，た選抜ク Lトーン全 1自体Ii::-)いて権病程度を

毎木調査したの擢病度は病斑の発生豊p 進展度，葉の褐変度などを総命令し健全(病葉の全く認められない

ものL 被害〈樹冠下部に少数の病葉が認められるものλ 軽害(樹冠にかなりの病葉が認められるものL

中害〔ほとんどの針葉が発病い 樹冠全体に業化~-褐変が認められるもの)，主害(樹冠下部lと一部落葉

を始めたもの)， 最震答〈落葉が樹冠全体lと及びつつあるもの〉の 6 段階lζ分け1ì ， Table 3 Iと示した憶

病指数を与える方式lとよりクローン問の濯病程度を比較した。

2. 検定結果

発病調主主は林試;本場*ji病研究室が担当し， 1965 1， r二から検定を開始じた。 1969 年までの溶葉病発生の年

次変動， 1969 までに 3 "!'-P.U二検定をうけた j立政クローンの慌病指数による落葉病抵抗区分を Table 4, 

5 Iと示した。

j五府
Dis記ase

Table 3. ，)罷病 i支の区分および濯病指数、

Basis of the disease index used in Asama test plant司tion

V 

品) 0: 健全 Healthy， 1 微守 Very sligh t , J[軽害t Slight, llI: rþ害 Moderate， IV 重筈 Heavy ，

V: 最重害 Very heavy. 

b) エド均憶病指数 Average disease index 

N: 調査ク百一ンの総本数 Number of trees examined in one clone, 
no: 健全木(従1戸旨主主 0) 本政 Numher of trees having disease index 0, 
nl0 : i長童書木 (rnup~指数 10) 本数 Number of trees having disease index 10 



イ I
Year 

196:, 
1966 

967 

1968 

196ヲ

力 7"7 ツ落葉約抵抗性候焔本の選民およびfj'} 1 次総定(小林仰 i市 J+ 句*f: . I民口湖) 5 --

すable ,1. 浅間検討-林における落主主民充生の年次変動

Al1!lual variation of the disεase development In Asama test plantation 

30 

5 ら

J ~~ 

7:5 

2, 475 

11~ 18ヲ

390 

Sj ;383 

91 ~; 

J , 124 
7以)

5 ヲ 006

4, 

0 , 66 

(L 守3

O. 守 9

γable 4 では 1967 年 L 68 年が仙の年に比してやや発紛が多い1tiilílJそ /J、;1 ノているが， ijドト1fJ:するほど激し

い発病の年変動はなかったと三与える。 Table 5 lζ 比られるように含 F立場林 111(こ総fSを保って立ち舎議主主制

抵抗'I~上の期待のもとにi:J1叫んい .lY'!J1自 LJ- クローンも，ーかrJí'(こ柴崎して日一条内二ドで1'1 然発射による1肢は

をった結果p その催向上空は全{本とじどクローンr:\liζ)<さな悩が認められた。クロ F ンの IIJ では，ム[i.J句 'm:.

JrÀJ指数がノj、会いクローンは…般に年変動も小さしまた {I，lj体!自の変動 ql{1-1もノト会い。これにlえして催附指 j立

の大きいクロ作 ンでは，千I'.;{ミ;JjjJ および{肉付、!日!の限的j交の悩も大きく 1:;. る1)。

TabJe 5 に々、[ノたごとく:3 .ゾ 6 か年の検定結果を、1 J. 1句作'1'3向指数によ J て与さ出[ノ B 子屋向数 0.50 以ド

を示すク口 4 ン会JKtJd'I. ， 1. 00 以上のクローンを!惑受'1'1， その 111間 O.fil~LOO()) クロ作 ンを中皮j[r;j/Ltt

とf'óづけをした u

3. f実試クローンの決定と感受性格づけの修正

ßíJ.iÆじた 1ラ65へ 69 "]の浅!日J.fý'íiご林Kおける以ケロ ンU)Î与染病批 !/L r: l 検完結果円、孔bl守的合ゐ林

i量伝 i台経科 lと駁ぷ l ノ p よ言伝荷主日持~ 3 f肝先五と{与よ i'W;ω}丙(1)[-:;己主と j七 lúJ で，治:立u丙jl(j/dlì遺伝隊式O)jWIり] iζ 

[共i する(1)H\~?ζ供iょするタロトンをJ選択することとなった。

{共試クローン lとは 1EJJ 着 I[ふのため繰り;剥戊よ1/1;笠公 i J うことが的況になるため‘ í :f樹の大 i吉丸ちからこの

処玉里会行うことのでさえ五いクローン去はずし，次に処1)1!ク Eトーンω11 1から花芯着Lt.不良のクロ F ンが除か

れた結果抵抗tl クロ ンとして 1040 ， 1074, 1056 の 3 クローン， LjJ皮抵抗性として 1014 ， 1051 の 3 ク

ロ←ン， 感受性夕日~ンとして 101 1， 1019 の 2 クローンがji~jn され3 これらクロム ン聞の交配尖~l 的に

よる検定が1:J:'~)れることとなった。

法!日]校定林におけ芯検定は本(j)!究開Ijfí!をも í.: 1 c" 続企 1í われ芳 その後 1972 までの調査結果がまとめら

11た 1970年以降 3 か年!f\] O) 資料が)111えられたとと iζより 3 すable 5 iζ子]-;ヲように z 王寺クローンの抗JJl。

性の絡づけ り， ;;t込山う'\Gtζ供iえしたクローンは全体とし ζ挺術指数 O.51~.LOO の純|斤j;を

れとするヰ1 jJiJJiJJL性グループに属する。そして群 p~をさらに小分けした時，比較的}EI;1点的:の強いものとし

て TR-I056 と 1074 が，またより感受注のものとして TR-l011 と 1019 が位百つけられ， 1014, 1040, 

1051 はその 1-[1 間 icj高ずる。

なお選択クローンについては，発病程度による松たのほかに，生長量ω淵査へ <(i>~との形態，夕日ロブ

イ jレ含量などの比絞調査おなども行われたが，本報告の白 1'r'.Jとははずれるので省略する。



σコ

宿病指数

募
締
立
競
艇
蛮
u
d小
廿
岡
山
吋

[035 , 10[3, 1022, 1074, [062, [030, 107[ , 
K-[OO[ , 1056, 1004, 1072, 1073 

1015 , 1041 , 1017, 1003, í0 16多 1080 ， 1055, 
1023, [057 , 1014, [064 , 1008, 1042, NMS--3 , 
1012, 1040, [053, K-100[ 

1018 , [021 , 1034, 1063, 1093, 1001 , 1002, 
1065 , 1024, 1005, 1007, 1070, S-1010, 1036 

8 ∞9 ， 1051 , 10叫 l附， 1081 , 1050, 1020, 

lllm 8 1025 , OT--2, [0[1 , [066, 1052, NKS-4, 
I 1019, S-[001 

7 10凶61し， NMS一山 l叫 US 一べ4 ， N問MS斗

S 一1005 ， U S 一 11

(NMS-1521川 KK-l ， U S-6, 1叫

US …5, 10ヲG

U S-1 , U S-8, U S-2, S-1020 

Name of clone 

1031 , 1075, 1032, 1006 

Table 5. 浅間検定林における選抜クローン(抵抗性候補木)の落葉病抵抗性検定結果

Rank of the select吋 clon巴s based on the susceptibility to the needle cast in As呂ma test plantation 

げ65~1969 年の平均 Av巴rage from 1965 to 1 ヲ69 1965~1 ヲ72 年の平均 A verage from 1965 to 1972 

クローン制 限ローン数!
Number i クローン番号 Name of 山間 市一ber

I 1 乙 06 ， 1075 

い川 1022 ， [031 , 1041 , 1056, 1043 , 1040, 4 

j[032, 1035, 1071 , 10山川， [074 

lo h O30  l i 
1012, 1062, 1055, 1030, 1005ヲ 1070

1064, 1004, 1003, K--1001 , 1002, 1034, 1066, ! 

1018, 1001 , 1008, 1021 , 1023 

クローン審号

18 

2 

13 

13 

12 

D�sease inde文

~0.40 

0.41~0.50 

。. 51~O. 60 

O. 61.~0. 70 

抵抗性
Resist且nt

中皮抵抗位

刊
一
叫
U
O吋
閉
山
。

14 S-10 1O, 1051 , 1059, 1080, 1060, 1024 

1052, 1020, 1063, 1025 

1081 , 1033, OT-2, 1058, 1019 

勺

1 I 1011 

1007, 

4 

5 

仁 01~ 1. 20 

O. ?l .~0. 80 

0.81~0.90 

O. 91~ 1. 00 

Moderately 
res﨎tant 

OT-3 , S-1003 , US-í2 , 10ヲ i

IWーし 1092 

IW-2, OT-l 

7 

4 

4
-
n
d

っ
ι

U S-4, U S-2, U S-1 

S-1020, U S-11 多 US-6， 1054, US-5 , 
OT-3 

1 W-l 

U S-12, U S-8 

OT-I , 1 W-2 

3 

も

ー
品
川
ノ
L
n

ノ
ム

1. 21~ 1. 40 

1. 41へ園 60

1. 61~.1. 80 

1. 81へ~2.00

2.01~ 

性

Susceptibl巴

手正
_x_ 感
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Selection of Japane符e Larch Clone自民esistant to the Needle 

Cast and 

tneir Su自記eptibility in Test Plan僘tion 

T乱kao KORAYASm (1), Shozo TAKAI叩芳狂iroko HAY ASHl (3) 

ancl the late Yukio MOMOSE(4) 

Summary 

1n the course of the survey on the larch needle cast, MycosPhaerella larici-lelうtolepis ho et 

SATO, it was notic巴CI that certain larch tr巴es， which w店主e slightly 丘ffected and maintained their 

gr忠告れ appearance， wer己 located within the severely damaged stands. ln view of this fact, it waぉ
presumed that the臣官 laれ h tre邸， Larix [eþtole戸is Go問。， were resistant to the needl巴 cast diseas日@

Thus, th日 larch trees which w己re very slightly 乱立ected were selected from the severely diｭ

間期日d stancls as the materials for the resistance breecling against the needle cast. Scions 

were tak巴位 from these designat色d trees and were prop乱gated by grafting (Table 1). 

In 1962, Asama test plantation w乱s estahlish任1 with th日 grafted stocks of 89 select日d cloncs 

to test: their resistanc巴 or susc巴ptibi!ity to the n巴巴dle c 礼日t in the same f�ld (Table 2). Each 

clonc consistecl of 100 grafted stocks. Surv色y concernin広 resÍstance Oll all planted trees began 

from 1965白 Each tree was recorded undcr 6 grad問 concerning their reslstance, and the degree 

of susc巴ptìbi1ity in each clon色 was ca1culated as di.sease index (Table 3 and it日 footnote) ー

In 1969, all clones planted in As乱ma test plantation w巴r巴 evaluat巴d concerning their 代田

sistance to th巴 n巴巴dle cast disease. Th邑y were divided in1:o three groups, namely resistant 
clones, moderat日ly resistant clones and susceptible clones (Table 5)εAbout 20 c!ones were 

picked up 且nd they w日re further examined from the viewpoint of seed production. Sev巴n

c!ones were finally sel巴cted for the hereclitary study of resistanc丘. They were 2 resistant, 3 

moder勾at日ly resistant and 2 sus馥ptible clones, and they were to b巴 forced into flowering and 

to be cross bred with one another. R巴sults of the arti抗cî呂1 inoculation test with the needle 

目以 fungus to the progeny 開edling日 is shown in a separate papげ in th﨎 jSSllf~. 
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